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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

実エンドウの秋まきハウス冬春どり作型

では、ここ数年現場では収穫後期の枯れ上

がりが早く、収量低下事例の報告が多くな

ってきました。このため、早期枯れ上がり

抑止技術の開発が緊要の課題となっていま

す。ここでは、低コスト耐候性ハウス等で

の栽培を想定し、被覆条件下における播種

時期について検討しました。

２．試験方法２．試験方法２．試験方法２．試験方法

品種「きしゅううすい 「紀の輝」を」、

用い、2006年9月22日、10月2日、10月12日

に、外張り被覆したハウスに播種、うね幅

180cm、株間20cm、1穴5粒播種で栽培しま

した（ きしゅううすい」は、3～8葉期に「

16時間の長日処理 。基肥は12－16－12kg）

/10a、追肥は全量液肥で適宜施用し、最低

温度5℃で管理しました。

３．試験結果３．試験結果３．試験結果３．試験結果

きしゅううすい は 各播種区とも 紀「 」 、 「

の輝」に比べて多収となりました。播種日

では、両品種とも9月22日播種区が最も多

く、次いで10月12日播種区、10月2日播種

区の順でした（図1 。）

時期別収量は、9月22日播種区では両品

種とも2月、10月2日播種区では「きしゅう

うすい」が3月 「紀の輝」が2～3月、同、

様に10月12日播種区では両品種とも3～4月

が多収でした（図1 。）

L莢率は、両品種とも9月22日播種区が最

も高くなりました（図2 。）

４．おわりに４．おわりに４．おわりに４．おわりに

以上のことから、被覆条件下でも両品種

。とも9月22日播種が適当と判断されました

今後、被覆条件下と慣行の被覆時期での

播種を比較検討し、被覆時期が生育に及ぼ

す影響等を明らかにする予定です。
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図1 播種日と時期別収量

図2 播種日と階級別収量
注）L:正常子実が4粒以上で極端な欠粒がない莢．

M:正常子実が4粒以上で極端な欠粒がある莢，または

正常子実が2～3粒の莢．

S:正常子実が2粒未満の莢．
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